
募集要頂

O参加費:会員 1 0.000円
学生 6.000円
会員外 1 2.000円

。 懇親会と宿泊 (税 ・朝食付き) 22.000円

O 懇親会のみ 1 2.000円

O宿泊 (税 ・朝食付き) 1 3. 000円

O昼畠 1. 200円
20日の昼食は学校の地下食堂をご利用いただけます。
但し、準備の都合上19日・20日の朝までに受付にて食券を
お求め下さい。

O懇親会及び宿泊 :三井ガーデンホテル蒲田
干144東京都大田区蒲田5-19-12
TEL.03-5710-1131 

O申込万法:同封の振替用紙でお申し込み下さい0

0 予約時込期限 :宰成8年8月末日

。 詳細あ聞い合ぜ先:第5回日本良導絡医学会学術大会事務局
干116東京都荒川区東日暮里5-50-18
TEL. 0 3 -3 8 0 1 -1 1 8 6 
広漢治療院広田芳男

演題募集

1 .一般口演を約20題募集致します。

2.発表時間一題当たり 10介(発表 7介、質問 3分)

3.発表内容は症例報告、治験例、基礎研究、論説等

良導絡及び医療、医学に関するもの。

4 .発表希望者は、抄録原稿 (800字以内)を

王子成 8年 7月末日まで大会事務局へ送り下さい。

-学術大会会場交通案内

1. JR京浜東北線蒲田駅下車
池上線に乗り換え旗の台駅下車

2. J R山手線五反田駅下車
池上線に乗り換え旗の台駅下車

※宿泊の方は(1 )が便利です
尚、 JR蒲田駅東口を出ましたらロ
ータリーを渡り日興証券と回転寿

司の聞を曲がり約100メートノレで
三井ガーデンホテノレに到着で、す。

学術大会会場

第5回
日本良導絡医学会学術大会

第48回日本良導絡自律神経学会

第28回日本錬灸良導絡医学会

東洋医学を科学する良導絡

A)字毎

日 時:平成8年 10月19日(土)・20日(日)

会場 {学術大会〉昭和大学上保講堂

〈懇親会〉三井ガーデンホテル蒲田

主催 :日本良導絡自律神経学会

日本誠灸良導絡医学会



第5回学術大会開催にあたり

日本鍛灸良導絡医学会学術大会会長 鈴木 太

第 5回学術大会を開催するに当たり、 一言ご挨拶申し

上げます。

わが国の人口構成は現在急速に老齢化が進んでおりま

す。同時に改めて健康とは何か、健康をより一層増進し、

健康に老いるにはどうしたらよし、かを命題とした健康科

学が広い学問領域を巻き込んで注目されています。

現在の医学は細胞病理学に基礎を置いた疾病観を柱に

していますので、改めて健康とは何かと問われると戸惑

いを覚えるでありましょう。東洋医学ではすでに最初か

ら健康と病気についての概念が確立されていると思いま

す。その概念を科学的に立証し、系統だてていくのが今

後のわれわれの課題でありましょう。

今回の学術大会の主題「東洋医学を科学する良導絡」

はこの課題に学会全体として正面から取り組む意気込み

を示したものと高く評価したいと思います。

出来るだけ大勢の参加者を得て、力を合わせてこの課

題に取り組もうではありませんか。

盛会となることを心から願っております。

人体は複雑でF未知な事が・.• 

11木良i訓告白手|吋111経学会会長武重 千冬

日本良導絡自律神経学会と 日本誠灸良導絡医学会が合

同で年一回学術大会を開催するようになってから、早や

5回目の大会を迎えることになりました。

今回の大会は、日本大学医学部駿河台病院麻酔科の鈴

木太教授が大会会長で開催されることになり、 「東洋医

学を科学する良導絡Jをテーマにかかげられました。

良導絡は皮膚の電気抵抗の変化を指標として診断し、

それによる施針に通電して治療が行われる方法であるの

で、何れもパラメーターは電気であり、計測し易い事象

でありますので、科学的に取り扱かい易い様に見えます

が、相手の生体は複雑で、未知な事が多々あり、その解

析は困難な事も多いわけです。

本学術大会には両学会から大勢の方々に参加していた

だき、成果の一端を発表していただ、いたり、これについ

て活発に討論していただいて、良導絡の本態に少しでも

近づける様な大会にしていただきたく存じます。本大会

の開催にあたっては両学会の幹事の方々のお力が浴がれ

ました。これらの方々の労を多とし、本大会が盛会であ

ることを願っております。

次世紀へ伝承

1'1本鍬灸良導給|安学会会長 勝野 由睦

第 5回日本良導絡医学会学術大会が10月19日(土)、 20

日(日)、東京は自律神経学会会長、武重千冬先生のお膝

元、昭和大学上保講堂に於いて開催されます。

省みますれば、この合同学術大会も前日本良導絡自律

神経学会会長、故、兵頭正義教授のご呈言で発足し、大

阪、東京、久留米、仙台と巡ってようやく流れに乗った

感がいたします。

本年のメインテーマは「東洋医学を科学する良導絡」、

新しい世紀に向かつて伝統的な鋪灸術を、人間科学とし

ての立場で追求し系統立て、これを積み重ね次世紀へ伝

承すべく、鈴木太大会会長を始めとして、関連役員の先

生方により、総力をあげて、準備を整えております。交

通の便も大変恵まれております。

どうか全国各地から多数ご参加し、ただきますようお待

ち申し上げております。

主なプログラム

.特別講演

「ストレスと行動障害」

神経一内分泌系を中心としだ臨床での基礎的考察

ガエターノ ・フライエーゼ教授
(Prof.Gaetase. Frajase. M. D. ，Ph.D) 
国立ローマ大学 トルベ/レガータ医学部老人病科主任教授

イタリア良導絡自律神経学会名誉会長

-基調講演

「急性痛と生体の反応」

鈴木太
第五回日本良導絡医学会学術大会会長

日本大学駿河台病院院長

.教育講演

「針麻酔鎮痛に関与する

シナプスとその伝達物質」

武重 千冬
日本良導絡自律神経学会会長

昭和大学学長

-サテライトセッシヨン

1.パーキンソン氏症候群
(線条体、黒質変性症)

板井嬉預子
日本良導絡自律神経学会常任理事

2.静電気除去!こよる良導絡測定法 (2) 
成川洋寿
日本鋪灸良導絡医学会常任理事

3. 1芸痛疾患|こ効果のある直流電気針

森川和宥
日本誠灸良導絡医学会副会長


